
石
崎
奉
燈
祭
復
興
を
願
い

大
奉
燈
が
舞
う

8
月
3
日
、
七
尾
四
大
祭
り
の
一
つ
「
石
崎
奉
燈
祭
」
が
開
催
さ
れ
、
高
さ
約
13

メ
ー
ト
ル
の
大
奉
燈
の
乱
舞
と
と
も
に
威
勢
の
良
い
掛
け
声
が
漁
師
町
に
こ
だ
ま
し

た
。
海
の
男
た
ち
は
大
漁
と
震
災
か
ら
の
復
興
を
願
い
町
内
を
練
り
歩
い
た
。

元
日
の
地
震
は
石
崎
町
に
も
大
き
な
被
害
を
与
え
、
道
路
の
隆
起
や
家
屋
の

被
害
な
ど
が
多
数
見
ら
れ
た
。
こ
の
た
め
、
今
年
は
巡
行
場
所
を
県
漁
協
七
尾

支
所
の
駐
車
場
や
周
辺
道
路
に
変
更
し
、
例
年
よ
り
規
模
を
縮
小
。
西
二
区
が

参
加
を
や
む
な
く
断
念
し
た
た
め
奉
燈
5
基
で
の
巡
行
と
な
っ
た
が
、
年
に
一

度
の
祭
り
に
海
の
男
た
ち
は
血
を
た
ぎ
ら
せ
た
。

炎
天
下
の
中
、
東
一
区
の
奉
燈
を
先
頭
に
動
き
出
す
と
、
太
鼓
や
鉦
、
笛
の

音
に
合
わ
せ
て
男
た
ち
の
掛
け
声
が
響
き
渡
る
。
そ
の
姿
を
一
目
見
よ
う
と
集

ま
っ
た
見
物
客
を
前
に
、
男
た
ち
は
大
粒
の
汗
を
流
し
な
が
ら
乱
舞
を
披
露
し
、

会
場
を
熱
気
に
包
ん
だ
。

日
が
落
ち
て
も
男
た
ち
の
勢
い
は
衰
え
な
い
。
灯
り
が
と
も
さ
れ
、
武
者
絵

や
大
書
の
墨
字
が
浮
か
び
上
が
っ
た
奉
燈
は
、
た
く
さ
ん
の
見
物
客
を
従
え
て

練
り
回
る
。
男
た
ち
は「
サ
ッ
カ
サ
イ
」と
声
を
張
り
上
げ
、
復
興
へ
の
思
い
を

胸
に
奉
燈
を
乱
舞
し
た
。

震災後の厳しい状況の中で、「どうした
ら祭りができるか」と実行委員会で模索し、
町のために活気ある祭りができればと思っ
て臨みました。
町の人が一生懸命になって準備に取り組
む姿から「祭りを待ち望んでいた」という
思いが伝わり、感動しました。祭りをやっ
て良かったと強く思いました。

実行委員長 土倉 和紀さん

か
ね
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